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MARCOシンポジウム2009

「モンスーンアジアにおける農業環境問題と研究の課題」 

報　告

日本のように、一年の天候の移り変わりが

季節風によってきまる地域をモンスーン地域

と呼びます。モンスーン地域の中で、東、

東南、南アジアに属する地域はモンスーン

アジアと呼ばれ、水田による稲作を中心とし

た農業が営まれ、独特の農業生態系を育み、持続的な農

業生産を行ってきました。これらの地域では、近年、人口

の増加や経済発展に伴う食料需要の増大、また、新たな

バイオ燃料生産などの動きにより、農業生産に対する需

要が著しく増大しています。その一方で、農業の集約化

による環境への負荷の増大や自然資源の劣化、さらには

温暖化の進行などにより、農業と環境をめぐる問題は深刻

化してきています。

こうした背景のもと、環境との調和を図りつつ農業に対

する需要の増大に対応していくためには、これらの地域の

農業と環境に関わる研究者・技術者・行政担当者などが

密接に連携することが重要になってきています。そこで、

10月5日から7日までの3日間、つくば国際会議場（エポカ

ルつくば）で、MARCO SYMPOSIUM 2009を開催し、

農業と環境をめぐる問題の現状や動向、研究の最先端に

ついて発表するとともに、今後の研究方向や連携協力に

ついて議論しました。このシンポジウムには、日本、モンスー

ンアジア地域はもとより、アメリカ、ヨーロッパなど海外

26カ国からの参加があり、参加者数は445名になりまし

た。

1日目の全体会議では、モンスーンアジアの農業と環境

をめぐる問題を概括的にとりあげ、その基調講演として京

都大学名誉教授の久馬一剛先生に「モンスーンアジアの

自然と農業」というタイトルでお話しして頂きました。その

後、農耕地の重金属汚染、食糧植物の遺伝資源、気候

変化とイネ生産、穀物・植物貿易による外来植物の導入と

生物多様性への影響などに関して、その分野を代表する

研究者から報告をうけました。

2日目、3日目のワークショップでは、重金属、高温障害、

植物資源、農業生態系と生物多様性、メタゲノム解析技術

といった5課題に関して、分科会形式による講演と討論が

行われました。

植物機能を利用した農作物中の重金属低減技術の開発

をテーマとしたワークショップ1では、作物中のカドミウム

を減らすための効果的な植物機能の利用技術の開発、ヒ

素による水・土壌の汚染問題についてのアジア各国の現状

とヒ素汚染対策技術に関して、国内、海外の研究者約100

名が議論をしました。

ワークショップ2では、国内から7名、国外から16名

の研究者を迎え、地球温暖化にともなう農作物高温障害

の発生と予測、その適応に関する報告があり、作物の高

温ストレスの発生実態、モニタリングネットワークの構築、

温暖化の影響と適応技術の効果を評価するための作物モ

デル開発に向けた国際的なネットワークの推進などに関し

て議論しました。

ワークショップ3では、モンスーンアジア地域で植物資

源が豊富な国の研究者が、アレロパシー活性の強い固有

の植物について発表しました。また、国内研究者からは、

植物成長促進活性があるストリゴラクトンとレピジモイド、

全活性の概念によるアレロケミカルの単離と証明、低分子

で重要なシアナミドの発見など、最先端の研究の紹介が

ありました。

水田を中心としたモンスーンアジアの農業生態系と生物

多様性をテーマにしたワークショップ4では、水田、ため

池や水路、森林などのモザイクの土地利用が重要な生物

生息空間として機能しているという共通認識が得られまし

た。

ワークショップ5は、参加者が約180名に達する大規模

なものとなり、メタゲノム解析技術の農業環境分野への展

開に関して活発な議論がかわされました。

3日目の午後に開催された全体会議では、上記の5つ

のワークショップから、また、MARCO事業の一環として

このシンポジウムの前後に開催された「東アジアの陸域

生態系における炭素窒素循環とその環境影響に関する国

際会議」、「農薬およびPOPsの土壌残留と食の安全に関

する国際セミナー」からの報告があり、これらを受けて、モ

ンスーンアジアの農業で見られる問題の解決に向けた連

携と協力のあり方について議論しました。最後に、『環境と

の調和を図りつつ農業に対する需要の増大に応えていくた

めには、同地域内の各国の農業と環境に関わる研究者・

技術者・行政担当者などが国際的に密接な連携を築くこと

が一層重要である。この目的のために、MARCOのもと、

国際共同研究を進めていく』というステートメントを発表し

て、MARCO SYMPOSIUM 2009を閉会しました。

（連携推進室長　鳥谷 均）
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